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【要旨】
自己免疫疾患である関節リウマチの研究から、骨と免疫の相互作用
の研究が発展した(1, 2)。免疫細胞ー滑膜細胞ー骨の細胞の三者の
相互作用による関節リウマチの病態について概説する。破骨細胞制
御に限らないRANKLの多様な作用についても最新の知見を紹介する
(3, 4, 5)。また、胸腺における自己免疫寛容の成立に必要な、末
梢抗原誘導の分子機構について、いかにして「広く浅い転写制御」
がなされているかに焦点をあてて述べる(6, 7, 8) 。
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